
平成25年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

国・県支出金 市債 その他 一般

24,657 115,492 2経常 一般廃棄物処理事業 処理費、整備費 需用費 147,087 140,149

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

事
業
概
要

　○一般廃棄物処理事業

　　　・豊後大野市内及び臼杵市野津町より収集、搬入されたし尿、浄化槽汚泥を薬品処理や膜分離装置で処理。処理した水は活性炭
で　　ろ過して河川へ放流。脱水汚泥は乾燥し生ごみと混合、発酵槽にて発酵させ堆肥とする。

　　　　処理能力：８０ＫｌＬ　（し尿２７ｋＬ／日、浄化槽汚泥５３ＫＬ／日、生ごみ１ｔ／日）

　　　　H２５年度の処理量

　　　　し尿：３，０７８KL、　　浄化槽汚泥：１７，６０７KL、　　生ごみ１２，４９０ｋｇ、　　河川放流水量２５，９０６ｍ
3

　　　　Ｈ２４年度  堆肥残４，５００ｋｇ　（３００袋）

　　　　Ｈ２５年度　堆肥化量２１３，９９０ｋｇ　（１４，２６６袋）　　　堆肥搬出量１９９，２１５ｋｇ　（１３，２８１袋）

　　　　Ｈ２５年度  堆肥残１４，７７５ｋｇ　（９８５袋）

　〈主な経費〉

　　　　　需用費　　　修繕料　　　　膜分離装置膜交換・他工事、ポンプ整備、脱臭設備の整備

　　　　　　　　　　　 　医薬材料費　硫酸バンド他７品目

　　　　　委託料　　  施設維持管理委託料

課　名 環境衛生課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

一般廃棄物の適正な処理
対
象

市民全般及び
臼杵市野津町市民

4 2 5 204 頁 白鹿浄化センター費 一般廃棄物処理事業

計 147,087 140,149 0 0 24,657 115,492

89



２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２３～Ｈ２５（決算額）、Ｈ２６（予算現額）

そ の 他 22,301 24,843 24,657 25,959

理由

県　　費

市　　債
財
源
内

国　　費

140,149 147,081
前年並

うち経常経費 137,226 143,824 140,149 147,081

回転平膜方式から寿命が長く職員で交換ができるチュ-ブラ膜方式へ
の変更を検討。

決 算 額 （千円）
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 方向性

137,226 143,824

対応（改善点等） － － －

６．Ｈ２７年度予算の方向性

ｄ
－ － －

－ －

現在の膜分離装置は寿命が短く業者での交換しか出来ない為、膜交
換費用が高い。

－ － －

課題
c

外部委託の
検討

－

a
施設維持管
理の適正化

㍑
188,000

－

－ －

－ － －

－ －

b
施設の基幹
改良

－

単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

適正な処理
－ －

目標 機器整備の委託検討 目標

成果指標名 単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 活動指標名

㍑ 182,000 ㍑ 182,000 ㍑

－ － －

－

施設の基幹改良 ｃ 外部委託の検討 ｄ

数値 目標 経費の削減（Ａ重油） 目標
処理方式及び機器設備

の改良・変更

－

活
動
指
標

指標 a 施設維持管理の適正化 ｂ

成
果
指
標

指標名 適正な処理 目
標
年
度

Ｈ27

指標の設定理由

施設の性能を維持し、今後の経費削減を考えれば機器の変更が重要である
数値

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

4.50

着眼点 分析 分析根拠

継続
長期にわたり利用する施設である為、施設管理を適切な手段、費用で実
施することにより、トータルコストの削減に努めること。

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3 成果がでている。

事業の方向性 評価内容

19,615 19,960

一般財源 114,925 118,981 115,492 121,122

うち経常 114,925 118,981 115,492 121,122

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 3 市民に享受できている。

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 2 運転委託等、検討の余地がある。

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3 事業の必要性が高い。

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3
法令等により、市が実施主体であるこ
とが定められている。

事業費に係る人役 4.50 4.50 4.50

そ の 他 22,301 24,843 24,657 25,959
施設の適正維持管理。

内
訳

事業費に係る人件費 19,350 19,322
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